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＜連絡事項＞

・非定型抗精神薬治療計画書について毎月月末に、西・北病棟の翌月分の治療計画
書に印鑑を押印していただいていますが、H22.4月から点数改正に伴い、書式の
変更が予想されますので、来月分の治療計画書は、書式が分かり次第作成し、提
出したいと考えていますので、宜しくお願い致します。

・措置入院患者の無断離院件名について千葉県にて発生し、患者様情報の提供が千
葉県よりありました。病院２階掲示板へ掲示しておきますので、各自確認お願い
します。

・問診に付いたスタッフは薬の処方があった時のみサインを行っていましたが、今後はすべてにサインを行う事となりますので、周知・徹底をお願い致します。

＜患者様連絡事項＞

・井上　和美様～昨日西病棟より転入しており、ご家族様が近日中に来院されるとの事でした。体調不良の為、面会を控えられるとの事でしたので、来院時連絡頂けるよう医事に伝えておりました。

　　　　　　　　本日の来院ありましたが、医事で連絡をわすれたとの事でした。

　　　　　　　　次回は30日（火）に来院するとの事ですので、来院時は小遣いの確認と単独外出・外泊の承諾書の記入、印鑑持参して頂けるよう本日連絡していきましょう。

・木村　梅子様～生活保護受給者ですが、ご家族様（兄様）からの入金が滞こおっている状態続いていました。

生活保護のお金を直接病院へ振り込む事となった為、手続き終了後、医事より主治医川端Drへ、連絡・経過状況の報告はして頂けるとの事です。

今後は病棟での医療費に関しての介入はしないようにしましょう。

・八木橋　牧雄様～今までの医療費支払いは、郵便局の担当者が来られ手続きしていましたが連絡がつかない事あり。

今後の支払いについて、残金確認・手続きの仕方も憶えて頂く為にも本人様に郵便局へ行ってお金を下ろし、支払いをするという方向で、担当スタッフは本人と話し合いを進めていきましょう。決定した際は医事への連絡もお願いします。

・清川　厚子様～白内障の点眼薬が処方されており、自己管理となっています。

　　　　　　　　3/10～31までの処方となっていますが、確認したところ、ほとんど残っている状態見られています。

　　　　　　　　本人へ確認したところ、｢ちゃんと毎日3回使っている｣と話しています。

　　　　　　　　今後、毎食後詰所カウンターへ持って来られ、スタッフ確認していくようにしましょう。

・菊地　明子様～2.3日前頃より、体調不良の訴え聞かれていましたが、昨日の問診後より自分の状態が悪化していることに悲観的となり、緊迫状態となり不安を訴えてこられ落着く事が出来ずにいる状態で、主治医報告しています。

　　　　　　　　抗不安剤（セルシン（１0mg））1A　筋注　施行しています。

　　　　　　　　夕食は食べれそうにないとのことでエンシュアリキッド飲用しています。

　　　　　　　　本日は表情の冴えなさはあるものの、日課プログラムには参加することは出来ています。引き続き、精神症状・日課の取り組み状況の確認をおこなっていきましょう。

＜患者様ケアプラン＞

・菊地　明子様～精神症状不安定にて日常生活に支障あり。

　　　＜目標＞　離床出来る様になる

　　　　　　　　ADLの維持

　　　　OP－①　栄養状態の確認

2 臥床傾向による便秘有無

3 日課実施状況

4 プログラム参加状況

5 他者と交流時　表情・言動

　　　　TP－①　食事の摂り方

2 臥床の状態

3 日課の取り組み方

4 プログラム参加

5 交流時の表情・言動の観察

　　　　EP－①　疲労・倦怠感の訴え時は休養するよう説明

2 臥床傾向は褥瘡の原因になる為、体動・離床出来るよう働きかける

3 起き上がれない状況が続いた時対処方法を本人と話し合う

＜ＯＴ一週間の報告・検討＞

・清川　厚子様～先週の外泊時に刺繍を購入して来られ、作業にて行いたいとの発言聞かれています。本人様は｢趣味でやりたい｣との事で病棟内で行う事としていますが、落ち着きのなさ見られてきています。

　　　　　　　　予定表に添って、最後までやり遂げられるよう関わっていきます。

・井上　和美様～転棟されていますが、作業場では変わらずにおります。自分の用意した塗り絵を行っており、作業スタッフが他の作業を勧める事もありますが、険しい顔つきとなり頬を擦りだすとの情報あります。出来ている事の評価・能力の維持を行っていきます。

＜Ｄｒ川端ケースカンファ＞

・江刺家　陽輝様～本人よりゲーム自己管理の希望あり許可となっています。主治医より、今までと同じ決められた時間で行う事・守る事の指示あります。今回の衝動行為に関しては、主治医のほうから今回は反省している為、同じ繰り返しはしない様伝えています。今後、日課の取り組み観察していきましょう。

・浅野　秀子様～性的な幻触発言聞かれています。

　　　　　　　　排泄状況についても聞かれていますが、日課の取り組みは行う事出来ています。処方変更ありません。

・小坂　君子様～4月頃退院したいとの発言あり、ご家族様と外泊時話し合っています。ご家族様は退院後の将来に不安がある事話されており、本人も退院に関して不安を訴えています。退院したいとの発言については「先生の声で退院していいと聞こえたから退院を考えた」と話しています。

施設に関して「施設（青山荘・青風荘）は一人部屋だと不安で恐怖を感じるから嫌なんです。2.3年あとにします。」と話し、本人入院継続希望しており、主治医も許可しています。

・清川　厚子様～病棟内での刺繍作りは、病棟内日課・プログラムに支障なく行えるのであれば余暇時間を活用して実施してよいとの指示あります。担当スタッフは本人様と行う時間や約束事を守るよう決めていきましょう。
































































